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され、その態度対象は多岐にわたる。たとえばIgartua and Barrios （2012）は宗教をテーマとす
る映画の視聴後に参加者の宗教に対する態度が物語の展開に一貫する方向に変化することを示
している。また、Dunlop, Wakeﬁeld, and Kashima （2010）は喫煙の害をとりあげた物語への接触
が禁煙意図を高めることを示している。こうした物語の説得的影響力を左右する要因として、
読者や視聴者がどれだけその物語に没頭したかがあげられる。これは物語への移入として概念




　こうした物語説得のプロセスとしてGreen and Brock （2002）の移入-想像モデルでは、物語世
界に没頭し、物語で描かれる世界や出来事を鮮明に想像することが、物語の内容に対する批判
的思考を抑制したり、登場人物に対する態度をポジティブにすることを通じて、物語から仄め
かされるメッセージを受容することにつながるとしている。また、Escalas, Moore, and Britton 
（2004）は物語形式のCMに対する移入（彼らの研究ではbeing hookedと名付けられている）が
参加者の自己参照を促進し、それによって生じたポジティブ感情が目前のブランドや広告に結
びつけられた結果、それらに対する態度がポジティブになるとしている。Dunlop, et al, （2010）
や小森（2016）は、物語が移入をはじめとする主観的経験の変化を通じて態度に影響を及ぼす
こと、その影響プロセスは思考の変化と感情の変化に分類できることを指摘している。また、
































消費者に間接的にアピールする宣伝方略である。Balasubramanian, Karrh, and Patwardhan （2006）
はプロダクトプレイスメントの実証研究をレビューする中で、この宣伝方略に対する態度が個





























































れた物語説得研究ではいずれも顕在的な態度が測定されている。たとえばGreen and Brock 
（2000）の研究では、精神疾患患者の公的監視政策を支持するかどうかがリカート法の形で測














させることから外集団として差別化されやすい（Martens, Goldenberg, & Greenberg, 2005）。また、
高齢者は「動作がのろい」「頑固である」といったステレオタイプ的な知識に基づいて評価さ
れることもある。エイジズムは潜在レベルでも見られることが示されており、エイジズムを測
定する潜在連合テストが開発されている（Nosek, Greenwald, & Banaji, 2007）。
　参加者にはパソコン上で高齢者の登場する昔話または高齢者の登場しない昔話を提示し、そ
れを読む前と後の二時点でIATに回答させた。高齢者の登場する物語としては「金門まん（小













































　エイジズムIATはNosek et al （2007）の開発したエイジズムIATを利用した。エイジズムIATは
7ブロックから構成されている。第 1ブロックは良いまたは悪い意味をもつ単語を「良い-悪い」
で分類するブロック、第 2ブロックは高齢者と若者の顔写真を「高齢者-若者」で分類するブロッ
クだった。第 3・第 4ブロックは、第 1、第 2ブロックの分類の組み合わせによって行われ、
単語と顔写真を「高齢者・悪い-若者・良い」で分類するブロック（偏見一致ブロック）の練
習が第 3ブロック、本番が第 4ブロックで行われた。第 5ブロックは第 1ブロックで分類した
カテゴリの位置が左右逆になり、単語を「悪い-良い」で分類する試行が実施された。第 6・












Figure 1  実験で使用した写真のサンプル




















　参加者は最初にquestant上で情動強度（affect intensity）尺度（Larsen, Diener, & Emmons, 
1986） 13項目に 1 .全く当てはまらない～ 7 .とても当てはまるの 7件法で回答した。また、偏





















高齢者に対する顕在的な偏見を測定するFraboniエイジズム尺度（Fraboni, Saltstone, & Hughes, 
















ではD得点の値（M＝.87, SD＝.20）が 0を有意に上回った（t（11）＝14.74, p<.001）が、統制





析を実施した。条件ごとの平均値をFigure 2に示す。分析の結果、物語の主効果（F（ 1 , 18）
＝14.81, p<.001）および物語×測定時の交互作用（F（ 1 , 18）＝7.12, p<.05）が有意だった。
測定時の主効果は有意ではなかった（F< 1 , ns）。事前事後をあわせると、関連物語条件の方が
統制条件よりもD得点が高く、高齢者に対する潜在的な偏見が強いという結果になったが、こ
の効果は交互作用によって制限されていた。交互作用の下位検定を実施すると、事前条件にお
ける物語の単純主効果が有意だった（F（ 1 , 18）＝131.72, p<.001）ほか、関連物語における
測定時の単純主効果（F（ 1 , 18）＝4.09, p<.10）と、統制条件における測定時の単純主効果（F
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